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企画に当たって

識者に問う

変容する
暮らしと働き方

わたしの構想

新型コロナウイルス感染症の発生で、
テレワークやオンライン診療などが急速に広まった。
暮らしや働き方は今後どう変わるのか。
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新型コロナウイルス感染症の発生で、

人との接触や移動に対する自粛要請

が出され、テレワークやオンライン

診療などが急速に広まった。

この経験を経て、私たちの暮らしや

働き方は今後どう変わるのか。

変容する
暮らしと働き方



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
世
界
を
一
変
さ
せ
た
。
世
界
の
感
染
者
数
は
一
四
〇
〇
万
人
を
超
え
、
日
本
国
内
の
感
染
者
数

は
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
厚
生
労
働
省
、
七
月
二
一
日
現
在
）。
日
本
で
は
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
、
ま
ず
七
都
府

県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
に
拡
大
し
て
、
人
と
人
と
の
接
触
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
や
働
き
方
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

た
。
経
済
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
今
ま
で
通
り
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
長
ら
く
活
用
の
効
果
が

う
た
わ
れ
な
が
ら
も
、
導
入
が
進
ま
な
か
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
・
診
療
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
活
用
が
、
一
気
に
浸
透
し
た
。

　

今
回
の
危
機
発
生
に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
働
き
方
に
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
今
後
、
暮
ら

し
や
働
き
方
、
人
び
と
の
価
値
観
、
企
業
の
あ
り
方
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
現
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
五
名
の
経
営
者
の
方
々
か
ら
話
を
伺
っ
た
。

　

今
回
、
感
染
予
防
の
た
め
に
従
来
の
対
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
一
気
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
進
ん
だ
。

識
者
は
一
様
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
対
面
サ
ー
ビ
ス
（
オ
フ
ラ
イ
ン
）
の
代
替
手
段
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
、
強
調
す
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
選
択
の
幅
広
さ
、
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、
情
報
の
精
緻
さ
の
点
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
を
し
の
ぐ
付
加
価
値
が
あ

る
と
い
う
。

　

株
式
会
社
天
喜
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
ー
フ
ニ
ッ
ク
氏
は
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（
Ｅ
Ｃ
）
の
良
さ
は
、
選
択
肢
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
と
価
格
面
の
魅
力
、
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
Ｅ
Ｃ
は
リ
ア
ル
な
店
舗
の
代
替
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

今
後
、「
買
い
物
に
行
く
と
き
に
経
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
さ
」
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
、
Ｅ
Ｃ
の
新
た
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ジ
ャ
ー
の
消
費
に
も
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
体
験
教
室
や
記
者
会
見
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
た
株
式
会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
代
表
執
行
役
社
長
の
上
田
祐
司
氏
は
、「
今
ま
で
は
リ
ア
ル
で
行
っ
て
き
た
体
験
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や

っ
て
み
て
初
め
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
享
受
で
き
る
便
利
さ
、
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
皆
が
気
づ
い
た
」
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
実
際
に
会
っ
た
り
、
同
じ
場
所
で
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
実
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
体
験
は

共
有
で
き
、
ま
た
、
距
離
や
時
間
な
ど
の
制
約
も
取
り
除
か
れ
る
便
利
さ
に
気
づ
い
た
の
だ
と
い
う
。
自
宅
か
ら
気
軽
に
他
者
と
の
体
験

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
び
と
の
生
活
は
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

医
療
の
あ
り
方
も
、
大
き
く
変
わ
り
そ
う
だ
。
今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
安
心
し
て
医
師
の
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
人
が
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
だ
。
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
原
聖
吾
氏
は
、「
対
面
で
の
診
察
が

何
よ
り
も
安
全
や
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
、
と
い
う
患
者
の
意
識
が
変
わ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
単
な
る
代
替
手
段
で
は
な
い

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

取
締
役
会
長

౦ 

࿨
ߒ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

変
容
す
る
暮
ら
し
や
働
き
方

―
今
後
求
め
ら
れ
る
企
業
の
あ
り
方
と
は
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と
り
が
、
共
有
さ
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
て
、
何
が
正
し
い
か
を
自
ら
判
断
し
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
る
。
実
際
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
標
準
的
な
働
き
方
と
し
て
取
り
入
れ
る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
生
活
変
容
は
、
感
染
症
が
終
息
し
た
後
も
、
確
実
に
生
活
の
一
部
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
日
本

企
業
は
、
顧
客
対
応
や
組
織
経
営
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
対
応
を
重
視
し
て
き
た
。
し
か
し
、
感
染
症
に
対

応
す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
後
ろ
向
き
だ
っ
た
と
さ
れ
る
経
営
層
を
含
め
、
多
く
の
人
び
と
が
Ｅ
Ｃ
や
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
生
活
を
実
践
し
、
そ
の
意
義
を
感
じ
て
き
た
は
ず
だ
。
こ
の
共
通
体
験
を
企
業
内
で
共
有
知
に
昇
華
さ
せ
、

企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
い
ち
早
く

見
つ
け
、
両
利
き
で
の
対
応
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
企
業
の
活
路
を
開
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
医
療
」
の
概
念
を
変
え
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
病
院
に
は
身
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
行
く
人
が
多
い

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
す
る
と
、
日
々
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
治
療
が
可
能
と
な
る
と
述
べ
て

い
る
。
患
者
と
医
師
が
双
方
に
医
療
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
買
や
体
験
、
診
察
に
、
人
び
と
は
新
し
い
価
値
を
見
つ
け
て
い
る
。
従
来
の
「
対
面
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
」
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
遠
距
離
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
「
非
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
、
生
活

の
質
が
高
ま
る
こ
と
に
人
び
と
は
気
づ
き
始
め
た
よ
う
だ
。

　

働
き
方
に
対
す
る
意
識
も
、
多
く
の
人
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
初
め
て
経
験
し
た
こ
と
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。
識
者
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
予

想
以
上
に
機
能
し
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
便
利
で
あ
る
こ
と
に
、
皆
が
気
づ
い
た
点
は
大
き
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
青
野
慶
久
氏
は
、
今
起
き
て
い
る
の
は
働
く
場
所
の
多
様
化
で
あ
り
、「
次
に
取
り
組
む
べ
き
は
、
働
く
時
間

も
柔
軟
に
変
え
て
い
く
、
時
間
の
多
様
化
だ
」
と
指
摘
す
る
。
今
後
、
場
所
や
時
間
の
多
様
化
が
進
み
、
柔
軟
な
働
き
方
が
実
現
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
場
所
や
時
間
に
制
約
が
あ
っ
た
人
も
働
き
や
す
く
な
り
、
東
京
の
会
社
に
属
し
つ
つ
地
方
で
働
く
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な

る
と
主
張
す
る
。

　

さ
ら
に
、
在
宅
だ
け
で
な
く
、
地
方
、
海
外
な
ど
、
離
れ
た
と
こ
ろ
で
共
に
働
く
こ
と
が
増
え
る
と
、
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
と
指
摘
す
る
の
は
、
株
式
会
社
み
ら
い
翻
訳
Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
鳥
居
大
祐
氏
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ

な
ど
の
「
同
期
型
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
「
非
同
期
型
」
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
意
思
決
定
の
過
程
を
文
字

情
報
で
記
録
し
て
、
メ
ン
バ
ー
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
共
に
働
く
メ
ン
バ
ー
が
世
界
中
に
分
散
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
人
ひ

テ
レ
ワ
ー
ク
が
企
業
の
あ
り
方
を
変
え
る

東�

和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
。
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
取

締
役
会
長
を
兼
務
。

Ｉ
Ｔ
活
用
の
浸
透
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ら
で
は
の
価
値
、
選
択
の
幅
広
さ
、
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、

情
報
の
精
緻
さ
、
便
利
さ
、
生
活
の
質
の
向
上
、
生
活
変
容
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
、
企
業
の
活
路
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が

起
き
て
い
る
か
。

今
後
、暮
ら
し
や
働
き
方
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

インタビュー実施：2020 年 6 月
聞き手：渡邊翔太（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、北島あゆみ（同）
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
。
今
後
、
暮
ら
し
や
働
き
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ফ
අ
ऀ
の
ָ
し
͞
が
๲
ら
Ή
̚
コϚ
ồ
ス
΁

Ξ
Ϩ
Ϋ
α
ϯ
μ
ồɾ

ϑ
Ỹ
ồ
ϑ
χỽ
Ϋ

株
式
会
社
天
喜
ジ
ャ
パ
ン

代
表

染
症
に
よ
っ
て
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
る
消
費
は
好
調
だ
、
と
い
う
人
が
い
る
。
し
か
し
、

リ
ア
ル
の
店
舗
で
の
消
費
の
減
少
を
補
う
ほ
ど
に
は
増
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｃ
を
利
用
し

な
か
っ
た
シ
ニ
ア
層
の
人
が
新
た
に
使
い
始
め
る
契
機
に
な
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
一
人
当
た
り
の
消
費
支

出
額
は
減
少
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｃ
の
良
さ
は
、
選
択
肢
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
だ
。
日
本
に
住
む
人
も
、
パ
リ
の
小
さ
な
店
舗
の
商
品

を
簡
単
に
買
え
る
。
自
分
で
は
と
て
も
行
き
切
れ
な
い
数
の
店
舗
の
中
か
ら
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
商

品
を
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
購
入
で
き
る
。
価
格
面
も
大
き
な
魅
力
だ
。
リ
ア
ル
の
店
舗
で
あ
れ
ば
負
担

す
る
は
ず
の
家
賃
や
人
件
費
な
ど
の
店
舗
運
営
コ
ス
ト
が
、
Ｅ
Ｃ
店
舗
で
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
の
で
、
商

品
を
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
い
年
齢
層
こ
そ
、
将
来
の
利
用
者
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
リ
ア
ル
な
店
舗
で
買
い
物
が
で
き
る
た
め
、
経
営
者
は
、
リ
ア

ル
な
店
舗
で
の
購
入
が
「
主
」
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
購
入
が
「
従
」、
と
い
う
古
い
発
想
か
ら
抜
け
出
せ

て
い
な
い
。
一
方
、
中
国
で
は
、
二
〇
代
、
三
〇
代
の
若
者
が
大
企
業
を
経
営
し
、
Ｅ
Ｃ
に
積
極
的
に
投
資

し
て
い
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
当
た
り
前
だ
。
消
費
者
を
年
齢
、
性
別
、

家
族
構
成
、
趣
味
、
過
去
の
購
買
行
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
切
り
口
で
分
析
し
、
そ
の
人
が
関
心
の
あ
り
そ
う

な
商
品
を
い
ち
早
く
勧
め
て
い
る
。
日
本
で
も
同
様
の
技
術
を
導
入
す
れ
ば
、
特
定
の
層
が
関
心
を
持
つ
商

品
情
報
を
よ
り
的
確
に
、
よ
り
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
届
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
現
実
に
は
中
国
に
大
き
く
水

を
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
多
く
の
企
業
が
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）、
複
合
現
実
（
Ｍ
Ｒ
）

な
ど
あ
ら
ゆ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
「
買
い
物
体
験
」
の
開
発
だ
。
す
で
に
消
費
者
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
バ
ー
チ
ャ
ル
な
店
舗
で
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
購
入
す
る
商
品
を
ク
リ
ッ
ク
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
本
来
、
オ
フ
ラ
イ
ン
（
リ
ア
ル
な
店
舗
）
で
の
買
い
物
は
、
単
に
商
品
を
購
入
す
る
行

為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
性
の
あ
る
行
為
で
も
あ
る
。
実
際
に
買
い
物
に
行
く
と
き
に
経
験
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
楽
し
さ
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
ど
う
「
翻
訳
」
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
Ｅ
Ｃ
業
界
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

い
ず
れ
は
、
家
で
よ
り
リ
ア
ル
に
「
見
て
」、「
感
じ
」
な
が
ら
商
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
が
冷
蔵
庫
の
中
身
を
把
握
し
て
自
動
的
に
注
文
す
る
よ
う
な
技
術
開
発

も
進
ん
で
い
く
。
消
費
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

株
式
会
社
天
喜
ジ
ャ
パ
ン
は
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
強
み
と
し
て
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
者
の
成
長
に
貢
献

し
て
い
る
企
業
。
フ
ァ
ー
フ
ニ
ッ
ク
氏
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
中
国
に
て
五
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
業
し
た
シ
リ
ア
ル
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
と
し
て
活
動
。
五
社
目
の
Ｘ
ｉ
ｂ
ａ
ｏ
は
ア
リ
バ
バ
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
二
〇
一
五
年
に
上
場
。
二
〇
一
六
年
に
日
本
へ

移
住
し
、
日
本
向
け
に
同
社
を
設
立
。
各
国
の
言
語
と
文
化
へ
の
造
詣
が
深
く
、
ロ
シ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
英
語
、
中
国
語
が
堪
能
。

こ
こ
日
本
で
は
、
日
本
語
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ァ
ー
フ
ニ
ッ
ク
（Alexander Farfurnik

）

感

ティモシー・フェリス〔2011〕

「週 4時間」だけ働く。
田中じゅん訳、青志社

Timothy Ferriss〔2009〕
The 4-Hour Workweek

Harmony; Expanded, Updated版
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
。
今
後
、
暮
ら
し
や
働
き
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

変
化
に
ڧ
い
γ
ỻΞ
Ϧ
ϯ
ά
ܦ
ࡁ

্
ా
༞
࢘

株
式
会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス

代
表
執
行
役
社
長

一
般
社
団
法
人
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会

代
表
理
事

人
と
モ
ノ
や
空
間
を
共
有
す
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済
は
危
機
に
瀕
し
た
と
思
う
人
も
い
る
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
体
験
型
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済
の
人
気
は
、
か
え
っ
て
上
昇

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
教
室
、
記
者
会
見
の
開
催
、
そ
し
て
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
就
活
」
な
ど
だ
。
な
か
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
は
、
当
初
八
〇
〇
人
だ
っ
た
学
生
ユ
ー
ザ
ー
が

二
〇
〇
〇
人
超
に
増
え
て
お
り
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
今
後
も
継
続
し
て

い
く
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
今
ま
で
は
リ
ア
ル
で
行
っ
て
き
た
体
験
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
っ
て
み
て
初
め

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
享
受
で
き
る
便
利
さ
、
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
皆
が
気
づ
い
た
か
ら
だ
。
例

え
ば
、
外
国
人
が
教
え
る
家
庭
料
理
教
室
（Tadaku

）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
自
宅
に
い

な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
先
生
を
容
易
に
探
し
、
習
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
で
作
れ
ば
、
そ

の
料
理
を
家
族
に
振
る
舞
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
北
海
道
の
町
や
村
に
住
む
人
が
「
占
い
の
会
」
を
開

催
し
て
も
集
客
は
難
し
い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
す
れ
ば
、
移
動
時
間
や
交
通
費
に
左
右
さ
れ
ず
、
顧
客

他と
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
格
段
に
広
げ
ら
れ
る
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
経
済
の
企
業
が
好
調
で
あ
る
の
は
、
当
社
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
に
、
需

要
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
転
換
し
て
い
る
か
ら
だ
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

経
済
の
本
質
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
こ
う
い
う
ニ
ー
ズ

が
あ
る
人
と
、
こ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
」
と
ネ
ッ
ト
上
の
「
掲
示
板
」
に

掲
げ
る
。
も
し
ビ
ジ
ネ
ス
を
転
換
し
た
け
れ
ば
、
そ
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
用
に
手
直
し
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
ネ
ッ
ト
上
に
用
意
す
る
だ
け
で
よ
い
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
を
企

業
が
雇
用
す
る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
も
ら
う
に
す
ぎ
な

い
か
ら
だ
。
特
に
、
今
回
の
感
染
症
の
発
生
の
よ
う
に
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
と
、
従
来
の
よ
う
な
社

員
を
抱
え
た
組
織
で
は
変
化
に
対
応
で
き
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
は
な
く
、

ど
こ
に
需
要
が
あ
る
か
を
み
て
、
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

株
式
会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
活
用
し
、
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
企
業
。

人
と
人
を
つ
な
げ
、
新
し
い
「
つ
な
が
り
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
を
は
じ
め
、
多
様
な
Ｂ
to
Ｂ
事
業
、
Ｃ
to
Ｃ
事
業
を
展
開
。
社
員
の
起
業
を
積
極
的
に
支
援
し
、
新
卒
入
社

卒
業
生
の
六
割
は
起
業
す
る
。
同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
を
事
業
内
容
と
す
る
企
業
を
経
て
、
一
九
九
九
年
に

同
社
を
設
立
。
一
般
社
団
法
人
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会
代
表
理
事
。

上
田
祐
司
（
う
え
だ
・
ゆ
う
じ
）

南章行〔2019〕

好きなことしか本気になれない。
人生 100年時代のサバイバル仕事術
ディスカヴァー・トゥエンティワン
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
。
今
後
、
暮
ら
し
や
働
き
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 コ
ロ
ナ
Ւ
Ͱ
֦
େ
し
ͨ
Φ
ϯ
ϥ
イ
ϯ
਍
ྍ
が
、

࣍
ੈ
୅
ҩ
ྍ
の
ج
ૅ
ͱ
な
る

 ݪ

੟
ޗ

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
の
本
質
的
な
価
値
が
二
つ

の
パ
タ
ー
ン
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
感
染
し
た
疑
い
が
あ
る
た
め
に
医
療
機

関
の
受
診
を
控
え
る
人
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
医
師
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
い
う
も
の
だ
。
も
う
一
つ
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
持
病
の
あ
る
人
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
よ
っ
て
、

通
院
に
伴
う
感
染
の
リ
ス
ク
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
治
療
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
対
面
で
の
診
察

が
何
よ
り
も
安
全
や
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
、
と
い
う
患
者
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
別
の
安
全
・
安
心
を
患
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
「
医
療
」

の
概
念
を
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
従
前
は
、
病
院
に
は
身
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
行
く
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
す
る
と
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
些
細
な
変
化
や
兆

候
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
治
療
を
行
う
医
療
が
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、
高
血
圧
の
患
者

の
血
圧
値
を
日
々
記
録
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
医
師
と
患
者
の
双
方
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。
ま
た
、
目
視

が
難
し
い
口
腔
内
を
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
、
自
宅
か
ら
医
師
に
そ
の
画
像
を
送
付
す
る
。
対
面
診
察
よ
り

新も
日
々
の
変
化
を
詳
細
に
、
か
つ
、
疾
患
に
よ
っ
て
は
、
患
部
を
精
密
に
診
察
・
診
断
で
き
る
。
患
者
側
に

は
日
常
的
に
医
療
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
、「
新
た
な
医
療
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
課
題
は
主
に
三
つ
だ
。
第
一
は
技
術
・
仕
組
み

の
問
題
だ
。
診
断
に
必
要
十
分
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
聴
診
や
触
診
、
自
宅
で
の
血
液

検
査
な
ど
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
技
術
・
仕
組
み
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
。
第
二
は
、
制
度
面
か
ら
、
今
回
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
緩
和
を
、
あ
ら
た
め
て
恒
久
的
な
緩
和
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、

第
三
に
、
患
者
側
の
理
解
に
加
え
て
、
医
療
機
関
、
特
に
大
病
院
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
理
解
を
深
め

て
、
利
用
を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
。
今
後
、
医
師
と
患
者
の
間
で
医
療
デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
一

般
化
し
て
い
く
と
、
デ
ー
タ
を
患
者
自
身
が
持
ち
、
予
防
や
治
療
で
活
用
し
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ

Ｈ
Ｒ
（Personal Health Record

）
の
展
開
も
期
待
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
は
そ
う
し
た
次
世
代

医
療
の
基
礎
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。

株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
（
マ
イ
シ
ン
）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
サ
ー
ビ
ス
「
ｃ
ｕ
ｒ
ｏ
ｎ
」（
ク
ロ
ン
）
を
提
供
す
る
企
業
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
予
約
か
ら
問
診
、
決
済
、
医
薬
品
の
配
送
手
続
き
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ｍ
Ｂ
Ａ
。
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日
本
医
療
政
策
機
構
、
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー

等
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
に
株
式
会
社
情
報
医
療
（
現
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）
を
設
立
。
厚
生
労
働
省
「
保
健
医
療
２
０
３
５
」
事
務

局
に
て
、
二
〇
三
五
年
の
日
本
に
お
け
る
医
療
政
策
に
つ
い
て
の
提
言
策
定
に
従
事
し
た
。

原
聖
吾
（
は
ら
・
せ
い
ご
）

加藤浩晃〔2018〕

医療 4.0
第 4次産業革命時代の医療

日経 BP
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
。
今
後
、
暮
ら
し
や
働
き
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

働
͘
৔
ॴ
ͱ
࣌
ؒ
の
ଟ
༷
化

੨
໺
ܚ
ٱ

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
多
く
の
人
が
体

験
し
た
。
通
勤
や
長
い
会
議
が
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
広
く
認
識
さ
れ
、
精
神
的
に
も
、
人
間
関
係
が
楽

に
な
り
、
家
族
と
い
る
時
間
が
増
え
て
身
近
な
幸
せ
を
感
じ
た
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

職
場
な
ど
で
「
リ
ア
ル
に
見
る
・
聞
く
」
こ
と
で
得
ら
れ
た
、「
雑
音
の
よ
う
な
情
報
」
が
入
り
づ
ら
く
な

っ
た
こ
と
だ
。

　

今
起
き
て
い
る
現
象
は
、
働
く
場
所
の
多
様
化
と
言
え
る
。
在
宅
と
い
う
働
く
場
所
の
選
択
肢
が
増
え
、

働
き
方
が
多
様
化
し
た
。
次
に
取
り
組
む
べ
き
は
、
働
く
時
間
も
柔
軟
に
変
え
て
い
く
、
時
間
の
多
様
化
だ

ろ
う
。
場
所
と
時
間
の
多
様
化
が
進
み
、
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
制
約
が
あ

っ
た
人
も
働
き
や
す
く
な
る
し
、
東
京
の
会
社
に
属
し
つ
つ
地
方
で
働
く
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

柔
軟
な
働
き
方
を
進
め
る
に
は
、「
制
度
」、「
ツ
ー
ル
」、「
風
土
」
が
必
要
に
な
る
。
社
内
の
制
度
を
作
り
、

情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
用
意
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
最
終
的
に
は
、
会
社
の
風
土
を
変
え
る
こ
と
が
実
効
性
に

つ
な
が
る
。
育
児
休
暇
の
制
度
が
あ
っ
て
も
男
性
が
取
得
し
な
い
の
は
企
業
風
土
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
風

新土
を
変
え
る
た
め
に
は
経
営
者
の
決
断
が
必
要
だ
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
柔
軟
な
働
き
方
を
提
供
で
き
る
会

社
と
、
そ
う
で
な
い
会
社
の
二
極
化
が
進
み
、
人
材
採
用
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
後
、
働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
こ
と
で
、
長
く
続
い
て
き
た
「
東
京
一
極
集
中
」
に
変
化
が
起
き
、
地

方
へ
の
回
帰
（
逆
流
）
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
東
京
の
会
社
に
所
属
し
な
が
ら
地
方
移
住
を

考
え
る
人
は
、
昔
の
暮
ら
し
に
戻
り
た
い
の
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く
使
っ
て
、
幸
福
度
と
効
率
性
を
両

立
さ
せ
た
生
活
を
送
り
た
い
の
で
あ
る
。
各
自
治
体
は
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
正
し
く
受
け
止
め
る
必
要

が
あ
る
。
自
治
体
が
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
自
治
体
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
だ
。
こ
の
度
の
特
別
定
額
給
付

金
の
申
請
で
も
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い
る
か
否
か
で
、
対
応
の
良
い
自
治
体
と
悪
い
自
治
体
に
は
っ
き
り
分

か
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
化
に
は
、
大
規
模
な
資
金
や
高
い
専
門
性
を
も
っ
た
人
材
が
必
須
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

今
回
、多
く
の
人
が
ビ
デ
オ
会
議
サ
ー
ビ
ス
の
手
軽
さ
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
や
る
か
・

や
ら
な
い
か
」
と
い
う
や
る
気
の
問
題
だ
け
だ
。
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
か
否
か
で
、
選
ば
れ
る
地
域
と
選
ば
れ

な
い
地
域
が
出
て
、
自
治
体
も
二
極
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社
は
、
企
業
向
け
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
販
売
、
運
用
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
メ
ソ
ッ
ド
の
開
発
、
販
売
、
提

供
を
行
う
企
業
。「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
あ
ふ
れ
る
社
会
を
創
る
」
を
理
念
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
大
阪
大
学
工
学

部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
卒
業
後
、
松
下
電
工
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
を
経
て
、
一
九
九
七
年
に
同
社
を
設
立
。
総
務
省
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
推
進
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
総
務
省
Ｉ
ｏ
Ｔ
政
策
委
員
会
情
報
通
信
審
議
会
専
門
委
員
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
チ
ー
ム
の
こ

と
だ
け
、
考
え
た
。』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
一
五
年
）
他
。

青
野
慶
久
（
あ
お
の
・
よ
し
ひ
さ
）

サイボウズチームワーク総研〔2020〕

「わがまま」がチームを強くする
青野慶久監修、朝日新聞出版
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識
者
に
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
。
今
後
、
暮
ら
し
や
働
き
方
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

෼
ࢄ
型
の
Φ
ồ
ϓ
ϯ
な
૊
৫
Ͱ
、
৴
པ
の
ৢ
੒
Λ

ௗ
ډ
େ
༞

株
式
会
社
み
ら
い
翻
訳

Ｃ
Ｏ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｔ
Ｏ

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
や
っ

て
み
た
ら
結
構
う
ま
く
い
っ
た
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
一
度
に
多
く
の
人
が
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
経
験
し
た
こ
と
で
、「
会
社
に
集
ま
る
」
こ
と
の
意
味
が
改
め
て
考
え
直
さ
れ
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
。
組
織
の
あ
り
方
に
対
す
る
固
定
観
念
が
一
気
に
崩
れ
、
今
後
、
働
き
方
や
人
材
の
採
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

在
宅
に
限
ら
ず
、
地
方
や
海
外
な
ど
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
働
く
人
が
増
え
る
と
、
メ
ン
バ
ー
間
で
ど
の
よ

う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
か
が
、
組
織
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
が
本
質
的
に
変
化
す
る
中
で
、
そ
れ
に
適
応
す
る
に
は
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
効
果
的
な
利
用
が
不
可
欠

だ
。
ツ
ー
ル
に
は
「
同
期
型
」
と
「
非
同
期
型
」
が
あ
る
が
（
注
）、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
分
散
的
な

働
き
方
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
ビ
デ
オ
会
議
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
同
期
型
ツ
ー
ル
の
導
入
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
メ

ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
非
同
期
型
ツ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
で
き
る
か
が
鍵
に
な
る
。
非
同
期
型
ツ
ー
ル
は
、

重
要
な
情
報
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
記
録
し
て
、
皆
で
共
有
す
る
の
に
役
立
つ
。

新
　

こ
う
し
た
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
意
思
決
定
の
透
明
性
を

高
め
、
メ
ン
バ
ー
間
の
信
頼
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
浸
透
し
な
か
っ

た
理
由
の
一
つ
は
、
自
分
が
い
な
い
オ
フ
ィ
ス
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
不
安
だ
っ
た
か
ら

だ
。
非
同
期
型
ツ
ー
ル
は
、
そ
の
不
安
の
解
消
を
助
け
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
海
外
ス
タ
ッ
フ
へ
の
言
語
の

配
慮
も
必
要
だ
。
例
え
ば
、
海
外
法
人
と
日
本
の
本
社
と
の
や
り
取
り
で
日
本
語
が
多
用
さ
れ
る
と
、
海
外

ス
タ
ッ
フ
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
。
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
で
、
日
本
語
を
自
動
的
に
英
語
な
ど
に
翻
訳
し

て
流
す
よ
う
に
す
る
の
も
一
案
だ
。
海
外
ス
タ
ッ
フ
と
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
情
報
の
共
有
が
可
能
に
な

る
。
言
語
の
壁
を
越
え
て
、
必
要
な
情
報
や
意
思
決
定
の
過
程
が
共
有
さ
れ
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
が
世
界
中
に

分
散
し
て
い
て
も
、
何
が
正
し
い
か
を
自
分
で
判
断
し
、
各
自
が
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

株
式
会
社
み
ら
い
翻
訳
は
、
企
業
向
け
テ
キ
ス
ト
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ン
ダ
ー
向
け
音
声
翻
訳
Ａ
Ｐ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
。
機

械
翻
訳
を
通
じ
、
言
語
の
壁
を
越
え
、
新
し
い
生
活
と
仕
事
の
様
式
を
も
た
ら
す
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
。
京
都
大
学
大
学
院
情
報
学

研
究
科
に
て
博
士
号
取
得
後
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
入
社
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
先
駆
け
と
し
て
機
械
学
習
に
よ
る
大

規
模
デ
ー
タ
の
解
析
に
従
事
。
二
〇
一
五
年
二
月
よ
り
株
式
会
社
み
ら
い
翻
訳
に
て
、
機
械
翻
訳
を
中
心
と
し
た
自
然
言
語
処
理
の
技
術

開
発
に
従
事
。
二
〇
一
八
年
一
月
よ
り
同
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
よ
り
同
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と
し
て
経
営
全
般
に
携
わ
る
。
情
報
学
博
士
。

鳥
居
大
祐
（
と
り
い
・
だ
い
す
け
）

尾﨑俊哉〔2017〕

ダイバーシティ・マネジメント入門
経営戦略としての多様性

ナカニシヤ出版

（
注
）同
期
型
は
、
電
話
を
は
じ
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
を
指
す
。
今
回
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ビ
デ

オ
会
議
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ
た
。
直
接
的
に
感
情
や
思
い
を
伝
え
、
相
手
の
反
応
や
合
意
を
確
認
す
る
場
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
非
同

期
型
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
等
の
チ
ャ
ッ
ト
と
い
っ
た
、
即
時
に
対
応
す
る
必
要
が
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
を
指
す
。
情

報
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
形
で
残
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
が
情
報
を
共
有
で
き
る
点
で
優
れ
る
。
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データで 見る 暮らしと働き方
変容する

& ίϚʔεফඅࢦ਺ͷ ����೥ ൒͔ΒͷมԽ཰ʢ����೥ޙ݄� ൒r�݄લ൒ʣޙ݄�

ΦϯϥΠϯମࢀݧՃ者਺ʢ����೥ �݄r�݄ʣɿ᷂ΨΠΞοΫεͷྫࣄ

人口密度の低い道府県のほうが、オンライン診療の実施率が高い（相関係数：-0.382）。

全国の就業者へのアンケートにおける「テレワークにより、通勤を減らし、遠隔地の好きなと
ころに住むことができる」という質問への回答結果。テレワーク経験者のほうが移住に肯定的
で、都市圏・地方圏ともに同様の傾向がみられる。

街歩きや自然体験等の「体験」提供サービスで、オンラインでの提供を始めたところ、参加が
急増。2020年 5月には、サービス全体の参加者数が前年 5月と同水準となった。

ಓ෎ݝผͰΈͨΦϯϥΠϯ਍ྍͷ࣮ࢪ཰ʢ����೥ �݄ʣ

（人）

（％）

2019/3 2019/4 2019/52020/3 2020/4 2020/5

注１）�オンライン診療の実施率は、新型コロナウイルス感染症に対してオンライン診療を行う医療機関（病院・一般診療所）数を、平成
29年医療施設調査における医療機関の総数で割ったもの。

注２）�人口密度が1,000人/㎢以上の都府県は除いた（埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪、福岡）。
出所）�厚生労働省（オンライン診療対応医療機関リスト）
� https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/rinsyo/index_00014.html（7月 6日アクセス）
� 人口密度は、総務省統計局「国勢調査結果」と国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」を用いて算出。

注１）�回答数12,138。グラフは、「わからない」と回答した2,042を除いた。
注２）�三大都市圏は、東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）、名古屋圏（愛知県、岐阜県、三重県）、大阪圏（大阪府、京都府、

兵庫県、奈良県）の3つの都市圏。地方圏は、三大都市圏以外の地域。
出所）�大久保敏弘・NIRA総研（2020）『第 2回テレワークに関する就業者実態調査（速報）』を用いて作成。

注）�グラフは、「TABICA」の参加者数の推移。2019年はオンライン体験を提供していないため、オンライン体験参加者数は 0。
出所）�株式会社ガイアックスよりヒアリング。

注）�グラフの数値は、出所元で参考系列として算出している 2020年 4月後半–6月前半（4期間）の対 1月後半比を平均したもの。
出所）�JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」を用いて作成。

ςϨϫʔΫΛͨ͠ݧܦਓͷҠॅҙ識ʢ����೥ �݄ʣ

三大都市圏
（テレワーク経験者）

小売業全体

各種商品小売業
（百貨店、スーパー等）

飲食料品小売業
（コンビニエンスストア、酒屋等）

織物・衣服・身の回り品小売業

機械器具小売業（家電）

三大都市圏
（未経験者）

地方圏
（テレワーク経験者）

地方圏
（未経験者）
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